
 
令和 4年 12月 

 
大	 阪	 市	 医	 学	 会 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 会	 長	 河  田  則  文 
 
 

	 	 	 大阪市医学会第 535回例会を下記のとおり開催致しますの 
	 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
	 	 	 日	 	 時： 令和 5年 1月 19日（木）午後 1時 30分〜（予定） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 	 	 場	 	 所： 大阪公立大学大学院医学研究科 学舎 4Ｆ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小講義室 1・小講義室 2 
 
	 	 開催場所が「大講義室」から 2箇所に変更となっておりますので､ご注意下さい。 
 
	 	 	 当番教室： 大阪公立大学大学院医学研究科 
  女性生涯医学 
	 	 	 	 	 	 	 	  女性病態医学 
 
 
 
	 【普通演題：注意事項】 
 
	 	  	 ○普通講演の発表は 1題 15分以内 
	 	  	 	 （13分以内が発表で 2分が質疑応答の時間とします） 
	 	  	 	 （講演時間終了 1分前	 ベル 1回、終了時 13分	 ベル 2回鳴ります） 
 	 ○コンピュータは各自で用意して下さい。（スライドは不可） 

	 ○討論は 2分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
 	 ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
	 【学位論文審査会：注意事項】 
 
 	 ○審査時間は１人 25分です。 
 	 	 （10分以内が発表で、約 15分が質疑応答の時間とします）   
 	 	 （発表時間開始 8分後および 10分後にベルが鳴ります）	    

	 ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
 	 ○審査開始時刻の 2０分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
 	 ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
	  
 



 
 第 535回	 大阪市医学会例会プログラム  

 
 
 

学位論文審査会（小講義室 1）  
 

1.  13時 30分～ 
  Effectiveness of the 23-valent Pneumococcal Polysaccharide Vaccine against Community-acquired 
  Pneumonia in Older Individuals after the Introduction of Childhood 13-valent Pneumococcal Conjugate 
  Vaccine: A Multicenter Hospital-based Case-control Study in Japan 
   小児への 13価肺炎球菌結合型ワクチン導入後の期間における高齢者の市中肺炎に対する 23価肺炎球菌 
 多糖体ワクチンの有効性: 日本で実施した病院ベースの多施設共同症例対照研究 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 中島
なかしま

	   啓
けい

  （大学院医学研究科・公衆衛生学） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：福島 若葉	 副査：川口 知哉・金子 幸弘】 
2.  13時 55分～ 
  A Culture Supernatant from an Actinomycete sp. Affects Biofilm Formation and Virulence Expression of  
 Candida auris 
  放線菌由来の培養上清が Candida aurisのバイオフィルム形成や病原性に影響を与える 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 山根
やま ね

	 健
けん

志
し

	  	 	   （大学院医学研究科・呼吸器内科学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：川口 知哉	 副査：掛屋	  弘・城戸 康年】 
3.  14時 20分～ 
  Vascular Endothelial Growth Factor Receptor 2 Expression and Immunotherapy Efficacy in Non–small  
 Cell Lung Cancer 
   非小細胞肺癌における VEGFR2発現と免疫療法治療効果との関連性 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 中濵
なかはま

	 賢治
けん じ

	 	 	 	  （大学院医学研究科・呼吸器内科学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：川口 知哉	 副査：前田	  清・吉川 貴仁】 
4.  14時 45分～ 
  Candidate Oncogenes, ARHGAP4, NOS3, and OR51B5, for the Development of Scirrhous-type Gastric 
  Cancer 
   スキルス胃癌のがん遺伝子候補、ARHGAP4、NOS3、および OR51B5 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 瀨
せ

良
ら

	 知
とも

央
ひろ

	 	 	 	  （大学院医学研究科・消化器外科学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：前田	  清	 副査：藤原 靖弘・石沢 武彰】 
 
 
 

学位論文審査会（小講義室 2）  
 

1.  13時 30分～ 
  The Comorbidity of Autism Spectrum Disorder Slows Body Mass Index Gain in Adult-onset  
 Avoidant/Restrictive Food Intake Disorder 
   成人発症の回避・制限性食物摂取症において自閉スペクトラム症の併存は体重増加を鈍化させる 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 松
まつ

塚
づか

	  巧
たくみ

	 	 	   （大学院医学研究科・神経精神医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：井上 幸紀	 副査：橘	  大介・濱崎 考史】 
2.  13時 55分～ 
  Associations between Internet Addiction, Psychiatric Comorbidity, and Maternal Depression and Anxiety 
  in Clinically Referred Children and Adolescents 
   児童青年期臨床例におけるインターネット依存と精神医学的併存症および母親の抑うつとの関連 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 坂本
さかもと

	 祥子
しょうこ

	 	 	  （大学院医学研究科・神経精神医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：井上 幸紀	 副査：首藤 太一・濱崎 考史】 
 



 
 
3.  14時 20分～ 
  Association between Receiving Feedback on the Results of an Automated Cognitive Function Test and  
 Motivation for Dementia-preventive Behavior 
   自動化された認知機能検査の結果のフィードバックを受けることと認知症予防のための行動変容の動機 
 づけとの関連 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 赤田
あか だ

	  聡
さとし

	  	 	   （大学院医学研究科・神経精神医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：井上 幸紀	 副査：首藤 太一・伊藤 義彰】 
4.  14時 45分～ 
  Relationship between Work Life Balance and Temperament among Japanese Workers 
   日本の就労者におけるワークライフバランスと気質の関連 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 中道
なかみち

	 陽子
よう こ

	 	 	 	  （大学院医学研究科・神経精神医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：井上 幸紀	 副査：吉川 貴仁・伊藤 義彰】 
5.  15時 10分～ 
  A History of Obesity in Severe Anorexia Nervosa Predicts Outpatient Treatment Dropout 
   重症神経性やせ症における肥満歴は外来治療の脱落を予測する 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 本多
ほん だ

	 美穂子
み ほ こ

	  	   （大学院医学研究科・神経精神医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：井上 幸紀	 副査：吉川 貴仁・橘	  大介】 
6.  15時 35分～ 
  Changes of Coagulation and Fibrinolytic Status Detected by Thromboelastography (TEG6s®) in 
  Pregnancy, Labor, Early Postpartum, Postpartum Hemorrhage and Heparin Treatment for Perinatal 
  Venous Thrombosis 
   妊娠中、分娩前、分娩後早期、産後大量出血症例、ヘパリン投与中の静脈血栓塞栓症におけるトロンボ 
 エラストグラフィ (TEG6s®) を用いた凝固線溶機能の評価 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 末光
すえみつ

	 千春
ちは る

	 	 	 	  （大学院医学研究科・女性生涯医学*） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  【主査：橘	  大介	 副査：吉川 貴仁・日野 雅之】 
 
 




